
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
検品の  

第３回 学校運営協議会 

令和４年１２月１２日（月）、紀北支援学校で第３回の学校運営協議会が開催されました。学校運営協議会当日の参加者は、委員８名と学校職員 6 名でした。今回

は、高等部作業班の見学を通して、今年度の各作業班のチャレンジや直面する課題に対して忌憚のない意見をいただくことが目的でした。高等部の６つの作業班（木

工班、園芸班、紙工班、クラフト班、クリーン班、受注班）を順番に見学しましたが、生徒たちは一生懸命に取り組んでいて、委員から高評価をいただきました。見学後の

協議では、見て分かるように可視化された支援や生徒同士でタブレットを見ながら新製品の相談をしている姿などが印象的だったと感想をもらいました。課題としては、

狭いスペースで取り組んでいる作業班もあり、安全面への配慮や工具等の整理・管理についてなど改善点を指摘していただきました。 

 

 

見学の様子 

一生懸命、根気強く、取り組めている。 

個々のできる方法で取り組めている。 

 

スペースが狭いので安全面

にもっと配慮が必要。工具

の管理など５Ｓの視点を取

り入れてほしい。 

委員からの意見や感想から 

重度の生徒への支援を

もう一工夫してほしい。 

検品の力をつけてほしい。 

検品チェックリストを作成し

てはどうか。 

協議の様子 

設備にも投資している。将来、本物を知らない

と苦労するので引き続きやってほしい。 

 

タブレットで製品の相談をし

ている姿が印象的だった。 

 

可視化されていてわかりやすい。 

 分業を進めているが、

いろんな工程を経験さ

せてあげてほしい。 


